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納品成果物⼀覧

01_ エネルギー計算に関する成果資料
01-1 モデル建物法エネルギー計算⼊⼒データ（Excel）※
01-2 エネルギー消費量計算結果（pdf）※
01-3 計算根拠資料（pdf）
01-4 CO2排出量&光熱費レポート（pdf）※

02_算定結果に対する評価レポート（本資料）
02-1 エネルギー消費量計算結果の評価分析
02-2 ⽬標達成のための改善案
02-3 原設計と⽬標達成案との⽐較（ CO2排出量&光熱費レポート）
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02-1 エネルギー消費量計算結果の評価分析

BPI 空調BEI 換気BEI 照明BEI 給湯BEI 昇降機BEI BEI

0.91 1.26 0.46 0.50 0.80 1.00 0.99

分析コメント
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冷房ピーク負荷構成：現況

外⽪負荷 W 外気負荷（全熱） W 室内発⽣負荷 W

02-1 エネルギー消費量計算結果の評価分析

冷房ピーク負荷構成の分析／現況

「 」参照

• 屋根断熱がなされていないため、屋根⾯積が広い（床⾯積が広い）室の
外⽪負荷が⼤きく増えていることが如実に表れている

• 事務所Gの負荷が取種映して⼤きいが、図⾯上空調機は設置されていない
• 最も冷房負荷の⼤きい事務所Fについて

現状、冷房能⼒5.6kW 1台と7.1kW 2台の3台合計19.8kWが設置されてい
るが冷房負荷は約40kWあり、半分の空調能⼒しかなく、⽬標の室温を保
つことが困難
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02-2 目標達成のための改善案

改善⼿法 設定仕様

Case 1：
断熱仕様の強化

・屋内側から吹付硬質ウレタンフォームを50mm
・開⼝部仕様の向上

Case2：
空調設備の⾼効率化

・屋内側から吹付硬質ウレタンフォームを50mm施⼯
・屋根⾯も外壁から1m程度まで折り返し断熱施⼯（断熱補強）
・3F南側の屋根については屋根裏を全⾯断熱、吹付硬質ウレタンフォームを100mm施⼯

Case 3：
熱交換型換気設備の導⼊

・3F倉庫(3)(4)の空調をCase1・2の断熱強化の効果を踏まえて、機器能⼒・設置台数を⾒直して更新
・空調の無い倉庫に対してビル⽤マルチエアコンを新設
・5F執務室等の既存エアコンを断熱仕様に⾒合った⾼効率な機器に更新
・事務所Gにパッケージエアコンを新設

Case 4：
給湯設備の⾼効率化

・屋根全⾯に設置可能な範囲で太陽光発電設備を設置
・仮定設置容量を記載する
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冷房ピーク負荷構成：改善案
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冷房ピーク負荷構成：原設計
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02-2 目標達成のための改善案

冷房ピーク負荷構成の分析：原設計と改善案の⽐較

「  」参照

・5Fの床⾯積が⽐較的⼤きく、
外壁を有する室の冷房負荷を
断熱強化により⼤幅に軽減

• 事務所Fについて
Case1の断熱改修を⾏うこと
により、冷房負荷を40kWから
11kWまで低減することができ
る。これにより、現状設置さ
れている冷房能⼒5.6kW 1台
と7.1kW 1台で必要負荷を賄
えるようになり、室温を計算
上想定の26℃に保つことがで
きるようになる。
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02-2 目標達成のための改善案

⼀次エネルギー消費量算定結果

※計算根拠は、下記資料をご参照ください。

・ Ver3.8.xlsx

※その他⼀次エネルギー消費量について：

WEBPRO標準⼊⼒法マニュアルより引⽤：「その他⼀次エネルギー消費量」(パソコン、プリンターと
いった OA 機器等によるエネルギー消費量を想定)

「 250904_新⽊場3丁⽬倉庫_Case3_WEBPRO計算結果.pdf」参照

BPI 空調BEI 換気BEI 照明BEI 給湯BEI 昇降機BEI BEI

0.58 0.61 0.46 0.50 0.80 1.00 0.59
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02-3 原設計と目標達成案との比較評価

CO2排出量&光熱費レポート
プロジェクト名

プロジェクト名


